




癒しブームの折、 天然木には様々な効果があると 言われていますが、神社の樹々た

ちが醸 し出すその効果は、イメージも相まって、効き 目倍増やもしれません。

値段は 350-500円ぐらいのイメージ、御守りや鈴たちと並んで、神社の牡務

所横で売られる感じです。

しかし売り方によっては、 1000円以上も可能だと考えます。その際は、年中置

いであるというよりは、ある時期だけ、鎮守の森から分けていただける有難いもの

として節分どきの豆のように売り出すという 手法もあると思われます。

生産ラインについても、この商品はその神社ごと に生産可能で、す。

どんな地でも生産が山来、どこの社叢も森もまんべんなく守ること が可能です。

というよりむしろ、その神社ごとに作る事にこそ意味があるのです。

ということは、お手伝いも必要となり、氏子さんとの繋がりも強くなったり、しい

てはその土地の雇用(ちいちゃな小さなもので しょうが)が生まれます。

もっと も大切な事は、手入れを し続けること が商品を生み続ける こととなり、継続

的な社叢と人との関係を構築してゆくことが可能な点です。

さんが斬り出した枝な どを乾燥させたり、子ー作業的には、手入れをする庭師さんや氏

袋詰め用にする作業が生まれることでしょう。

木の種類に もよるでしょうが小さ くする作業は糸鋸 とかで出来るなら、地域にある

障害者の方たちなどの作業場に依頼することも可能でしょう 。友人がそのような施

設で先生をしており仕事の確保を難 しいと言っていたので例に出したのですが、そ

のような施設に限らず、ボランティアの老人の方たちのお力をかりるなど、とにか

く地l或との繋がりを生む商品作りをすることが可能であり、夜、はそこが大切だと思

し、ます d

なぜなら、どんなに有名で立派な神社でも、また大きく無い神社なら尚更のこと、

社叢を守 り続けていくには、ずっと関わってくれる人たちをみつけ、その輸を育て

てゆくことがもっとも大切なことだと考えるからですc
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